
都道府県名 茨城県 市区町村名

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

33,394,050 101 32,366,000

寄附金額

（円）

340,050

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

寄附件数

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数

（件）

31

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

（件）

162

平成27年度分の
回答ができない

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

①

Ａ

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

農業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　Ｃ：具体的な事業を選択

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　②選択できない

　　①選択できる

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定） ※平成28年度は未定

3

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　⑩災害支援・復興

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

人づくり

教育の充実により，未来を担う人づくりに取り組む。

未定

・平成27年度

・平成28年度

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑨安心・安全・防災

　　⑧観光・交流・定住促進

    ⑪その他

　　⑦地域・産業振興



①

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

県の歳入確保の一環となっている。また，お礼品（県施設優待券等）を契機として県へ実際にお越しいただくことで，県内
消費が増加する。

　寄附を通じて本県行政に対する関心や参加意欲を高めていただくことにつながっている。



○

　　⑩その他

合計 31,160

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

区分 平成27年度

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

未定

広報に係る費用

31,160

金銭類似性，資産性の高いものは除き，返礼品を通じて，本県の魅力にじかに触れていただけるものを
選定している。

　　⑤地元の伝統工芸品等



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　　②見直しを実施する予定。

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

　　①見直しを実施。

【以上】

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税は制度上，自治体同士の収入の取り合いという側面があることから，過度な競争につなが
ることのないよう，一定の配慮をしていく必要がある。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　①見直しを実施。

（２）平成28年４月１日以降の対応について



都道府県名 茨城県 市区町村名 水戸市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

202,493,600 3,856 192,262,600

寄附金額

（円）

35,832,000 ○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

979

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

4,099

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

ふるさと納税に係る寄附金については，充当を行わず，一般財源として扱う。

・平成28年度

ふるさと納税に係る寄附金については，充当を行わず，一般財源として扱う。



・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　活用状況を公表していないのは，一般財源として扱っており，充当を行っていないため。
　活用状況については，今後も公表の予定はありません。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

謝礼品の選定基準
ア　野菜及び果実等：水戸市内で生産されたもの。ただし，市内での生産量が少なく，市が特別に認めたものについては，周辺市町村で生産されたものを含みます
イ　加工品・製造品等：水戸市内の加工業者及び製造業者等（以下「業者」という。）が加工・製造したもの，水戸市内で生産された野菜及び果実等を原料に市外の業者が加工・製
造したもので，水戸市をＰＲしていると認められるもの
ウ　その他の謝礼品：水戸市をＰＲしていると認められるもの，または特別に認めた商品等
エ　宿泊・観光サービス：水戸市にある宿泊・観光施設の優待・割引サービス

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 345,279 1,550,000

決済等に係る費用

1,780,059 2,233,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 99,540,000 125,000,000

送付に係る費用 545,089 3,134,000

合計 102,605,600 133,900,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

寄附金税額控除を試算するシステムを利用するための委託料。

事務に係る費用 196,453 1,646,000

その他 198,720 337,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

○

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

一見便利そうに思えたが，いちいち各自治体と書類のやり取りをしなければならないのが面倒。
今まで通り確定申告をした方が一度で済むのでよかった，というご意見があった。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度について，制度の実施により事務量が大幅に増加したほか，関係書類の送付に伴い郵送料も増加している。
さらに税制上，所得税で控除するべき税額をまとめて市県民税から控除するため，税収も減り，自治体の負担は増えるばかりではないか。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 日立市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

814,008,286 9,357 804,791,286

寄附金額

（円）

133,318,120

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

2,137

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

9,566

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

市政全般

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1

2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

基金に積立て（充当事業なし）

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金積立

・平成28年度

情報教育環境整備事業

小学校、中学校及び特別支援学校にタブレットパソコンを配置し、次世代を担う子どもたちの情報活
用能力の向上を目指すための環境を整備する。



・経済面での効果

・道の駅、観光施設（動物園、宿泊施設）の整備により、観光客の増加に伴う経済的効果が期待できる。

・経済面以外での効果

・スポーツ施設の人口芝化により、スポーツによる交流人口の増加が期待できる。
・学校へのタブレットパソコンの配置、学校図書の購入、英語体験活動の実施、発達障害児への総合的支援などにより、教育環境の充実や
特色ある教育活動を推進することができる。
・桜の育成、全国さくらシンポジウムの開催等により、地域資源である「さくら」を活用したまちづくり、観光ＰＲを強化することができ
る。
・ＢＲＴ専用バスの購入、防犯カメラ・防犯灯の設置等により、市民生活の利便性の向上、安全・安心の確保を図ることができる。
・保育園の新設、保育・幼児教育の環境整備、予防接種の充実などにより、子ども・子育て支援を推進することができる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元の工場や中小企業で生産された工業製品（家庭用電気製品など）、地元の菓子

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市内に活動拠点を有する者が生産・加工・開発若しくは販売するもの、本市の知名度向上が図られるも
のの中から市が選定する。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 289,240 398,000

決済等に係る費用

7,589,579 6,525,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 325,228,339 298,165,000

送付に係る費用 15,347,668 16,102,000

合計 399,498,430 372,305,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 51,043,604 51,115,000

その他



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

通知を踏まえ、転売が懸念される家庭用電気製品について、転売防止策を講じた。なお、地元工場で生産している家庭用電気製
品については、「ものづくりのまち」として発展してきた当市の歴史的経緯から、市を代表する特産品の一つと考えている。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

家庭用電気製品の発送時に、転売はご遠慮いただきたい旨の文書を同封して発送している。

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・確定申告をしたら自己負担が2,000円を超えてしまったという意見あり。【超えた要因】医療費控除があったため寄附金
控除と併せて確定申告を行ったところ、所得税と住民税の寄附金控除における課税総所得金額及び寄附金控除割合の相違か
ら、ワンストップ特例制度を利用する場合より控除額が少なくなったため、自己負担が2,000円を超えてしまった。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・ワンストップ特例制度に係る事務処理が煩雑である。
 (1)寄附受入担当部署；寄附者への申請用紙の送付、寄附者・市町村への通知の送付、寄附者への制度（控除額）の説明
 

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



 
 (2)課税担当部署；税額控除の事務、住民登録がない者に係る他市町村からの通知の処理、申請者のうち制度を適用できな
かった者への通知
・制度（控除額の計算）が複雑で、寄附の時点で控除額が確定するものではないが、その点について寄附者の理解を得るこ
とが難しい。（寄附の時点で、自己負担2,000円で寄附できる限度額についての質問が多く、回答に苦慮する。）

【以上】



都道府県名 茨城県 市区町村名 土浦市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

234,923,000 19,827 233,753,000

寄附金額

（円）

97,471,000 ○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

8,152

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

19,835

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

3 2

3

2 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

土浦市地域防災対策整備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

老朽化した防災無線の更新や，防災井戸整備への補助を実施し，防災・減災を推進し
た。

・平成28年度

土浦駅前北地区市街地再開発事業

中心市街地活性化の主要事業として，駅前北地区に新設される図書館を核とした再開
発事業を実施。27年度，駅前に移転した市庁舎とともに，活力あるまちづくりを目指
す。



・経済面での効果

中心市街地活性化による経済効果を期待する。

・経済面以外での効果

防災無線を更新することにより，本市の安心安全なまちづくりを推進することができた。
図書館等の整備により中心市街地の賑わい創出の一助となることを期待する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地元の特産品，イベント等の魅力を伝えられる商品を調査し，協力していただける業者と提携してい
る。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 14,509,048 9,864,000

決済等に係る費用

4,700,000 3,000,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 72,371,004 60,000,000

送付に係る費用 14,472,673 15,000,000

合計 115,725,425 94,440,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 9,672,700 6,576,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 古河市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

160,820,000 10,132 160,810,000

寄附金額

（円）

47,100,000 ○

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

2,710

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

10,134

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

1 3

3 1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

古河第四小学校児童クラブ施設整備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

児童クラブの施設整備

・平成28年度



・経済面での効果

・経済面以外での効果

新しく児童クラブの部屋を整備することで、入所希望の受け入れ等児童クラブの環境が改善される。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

平成27年9月17日から大幅に返礼品を拡充し、昨年度までに比べて飛躍的な寄附実績の伸びとなったこと
をふまえ、受入額実績の取扱い・事業への活用、および公表の方針について検討中である。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

ガラス製品等

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

原則として、協力事業者は市内に事業所がある法人、団体又は個人事業者である。返礼品は、古河市の
魅力を伝えることができるものであり、古河市をＰＲし、地域産業の振興につながる要素をもっている
ことが基準である。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 100,000

決済等に係る費用

4,705,867 12,700,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 83,889,756 162,000,000

送付に係る費用 1,410,920 6,527,000

合計 100,396,089 205,507,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 10,389,546 24,180,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度におけるマイナンバーの取扱に係る運用基準を明確に示していただきたい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 石岡市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

285,194,574 27,206 283,252,569

寄附金額

（円）

48,356,644

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

4,606

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

27,376

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

市長が必要と認める事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

3 3

1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

語学指導事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

英語指導助手委託料

・平成28年度

八郷運動公園維持管理経費

ウォーキングコース整備



・経済面での効果

石岡市ふるさと応援寄附により，特産品を気に入った寄附者が直接生産者に注文をしており，返礼品以外で生産者への経済
効果が発生している。
また石岡市を知った寄附者が実際に足を運ぶことによる経済効果が発生することを期待している。

・経済面以外での効果

ふるさと応援寄附金により，寄附金の使途によって指定された事業に充当をしている。
具体的には，市内の英語教育のAET教師の雇用，新小学生に対するランドセルの配布，市民ミュージカルなどに活用をして
いる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市内で生産されたもの（市産原料を市外で加工したもの，市外原料を市内で加工したものを含む）

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 254,880 886,000

決済等に係る費用

617,490 1,918,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 141,424,145 50,000,000

送付に係る費用 34,498,435 17,960,000

合計 180,736,050 75,170,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

人件費

事務に係る費用 924,800 629,000

その他 3,016,300 3,777,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄附者からは書類送付の手続きが煩雑であるという意見があった。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度については，自治体の作業負担が大きいため，システムの整備など各自治体の作
業量が減るような対応をしてほしい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 結城市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

952,000 30 942,000

寄附金額

（円）

102,000

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

5

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

31

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

3 3

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

寄附額が少額のため，指定された分野の一般財源として活用

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
全般，図書館運営，自治行財政

全般

・平成28年度

寄附額が少額のため，指定された分野の一般財源として活用



・経済面での効果

特になし

・経済面以外での効果

特になし

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

少額のため，特に公表していない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

現行は結城ブランド認定品。平成28年7月より，地元特産品に範囲を拡充予定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 74,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 71,061 800,000

送付に係る費用 0 200,000

合計 71,061 1,355,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 281,000

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 龍ケ崎市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

142,980,000 3,980 141,720,000

寄附金額

（円）

18,230,000 ○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別
することができな

い（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

567

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

4,006

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

ＪＲ常磐線佐貫駅 駅名改称事業

合併後60年来の課題、JR常磐線「佐貫駅」を〖龍ケ崎〗を冠した駅名への改称のため



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

1

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

まちづくりポイント制度事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
龍ヶ岡公園親水施設リニューアル

市民活動の活性化を目的に，市民活動への参加者や協力者にポイントを発行。ポイ
ントは，各種交換メニューへの交換や市民活動団体への寄附が可能。この事業の運
営・周知ＰＲ等を実施。

・平成28年度

保育士等修学資金の貸付事業

市内の保育士等を確保し，保育環境の整備を図ることを目的に，保育士養成施設等に修学し，将
来，市内の保育所（園）、認定こども園等で保育士等（保育士、幼稚園教諭）の業務に従事しよ
うとする者に対し，修学資金を貸し付け（無利子），修学の支援を行う。市内の該当施設で５年
以上，保育業務に従事した場合には，貸付金の返還を免除する。



・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施するたつのこフィールド照明等設置事業によりスポーツ施設の利用を促進し，交流人
口の増加増加による経済効果を期待する。

・経済面以外での効果

・まちづくりポイント制度事業を実施することで，市民活動の活性化を推進した。
・生活困窮家庭の子どもたちへの学習支援事業を実施することで，学力の向上を図る。
・子育て支援センタートイレ・歴史民俗資料館を改修し，より利用しやすい施設に整備する。
・保育士等修学資金の貸付事業による保育士等の確保や龍ヶ岡公園親水施設のリニューアルによる市民が集う公園の整
備を進め，子育て環境の充実を図る。
・小学校に階段昇降機を設置し，障がいや怪我などで歩行移動が困難な児童の学校内の移動の支援を行う。
・公共施設や主要交差点に同伴カメラを設置し，被害の未然防止や犯罪の速やかな認知など防犯体制の強化により，安
心して暮らせるまちづくりを行う。
・公共施設等においてＬＥＤ照明の普及・促進により，消費電力及びＣＯ²の削減を図る。
・ロタウィルス予防接種に対する助成により，摂取率アップを図る。
・環境基本計画を策定（改定）することにより，市民や事業者等が環境保全に対する取り組みを進めるための指針とな
る。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

市内飲食店のお食事券，市内事業所が製造・販売する飲食加工品

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

龍ケ崎の魅力として自信を持ってお薦めできる市内事業所が製造（加工を含む）又は販売するもの。か
つ，賞味期限が原則１０日以上のもの。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 99,792 3,520,000

決済等に係る費用
1,272,529 922,500（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 46,908,107 33,107,000

送付に係る費用 4,747,704 4,573,000

合計 55,266,556 43,878,100

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 2,238,424 1,755,600

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・本来のふるさと応援寄附制度の趣旨に沿った，制度運用の推進と国民の理解促進を図るべき。
・ワンストップ特例制度について，分かりにくく寄附者が正しく理解できていないと感じる。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 下妻市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

13,700,966 681 13,660,966

寄附金額

（円）

3,750,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

683

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

消防車新規配備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

市消防団へ消防ポンプ車の配備

・平成28年度



・経済面での効果

・経済面以外での効果

ふるさと納税を財源として、消防ポンプ車を購入したことにより、市民の生活への安心感・安全性の向上を期待する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元の菓子、地元の酒

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。
・本市出身者には「ふるさと下妻」を懐かしんでいただけるような、また、本市出身者以外の方に対しては本市のＰＲに繋
がるような商品・サービスであること。
・製造者、加工者、販売者、サービス提供者のいずれかが市内事業者、または主要な原材料の産地が市内とする。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 48,600 49,000

決済等に係る費用

85,524 60,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 2,700,552 4,200,000

送付に係る費用 719,490 1,575,000

合計 3,554,166 5,884,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 常総市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

123,340,893 - -

寄附金額

（円）

10,629,420

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

4,100

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

2 3

2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

義援金支給

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

被災者の義援金として支給

・平成28年度

被災者世帯生活支援相談事業

被災した在宅避難者の見守りや相談を行う



・経済面での効果

ふるさと納税を財源として実施した義援金支給により，被災者の生活再建を行うことができた。
ふるさと納税を財源として実施した被災者世帯生活支援相談事業により，６人の雇用につながるなど雇用創出効果があっ
た。

・経済面以外での効果

被災者世帯生活支援相談事業を行うことにより，被災者に安心した生活を送ることができる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 33,112 900,000

送付に係る費用 8,100 300,000

合計 41,212 1,857,720

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 657,720

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 常陸太田市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

44,712,770 1,325 38,760,000

寄附金額

（円）

9,861,770

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

373

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,467

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

観光イベント補助事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

市内で開催するイベント事業費補助に充当

・平成28年度

定住促進助成事業、結婚推進事業、ひたちおおた暮らし促進事業

少子化・人口減少対策として、結婚、出産、子育てと一貫した事業に取り組むとと
もに、定住を図るための事業を展開する。



・経済面での効果

・イベント事業において、平成26年度来場者数337,976人に対し、平成27年度は340､813人と2,837人増加したことにより、
市内各所において経済効果はあった。

・経済面以外での効果

・未来を担う子どもたちが、それぞれの地域において、授業を通してその地域の特性を生かした体験活動により、地域の自
然や伝統文化を継承する心が育っている。
・平成28年度は、子育て支援対策の充実、移住定住の推進、健康寿命の延伸を目指す等の事業を展開することにより、少子
化･人口減少抑制につながると期待出来る。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

礼状

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

本市が特産認証品として認定した特産品等。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 167,400 4,553,000

決済等に係る費用

357,714 950,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 17,824,000 28,000,000

送付に係る費用 248,480 414,000

合計 18,752,982 34,465,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 155,388 548,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

○

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 高萩市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,133,000 31 1,133,000

寄附金額

（円）

130,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

4

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

31

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

寄附者が自由に使途を指定できる

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

3

2

2 3

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

アイラブ高萩・まちづくり推進経費

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

まちづくり団体の創意工夫により事業に対する補助や団体育成支援を行う。

・平成28年度

アイラブ高萩・まちづくり推進経費

まちづくり団体の創意工夫により事業に対する補助や団体育成支援を行う。



・経済面での効果

・花貫渓谷の整備については、平成25年度よりふるさと納税を活用しており、紅葉時期の入込客数は年々増加している。
活用前の平成24年度比で、約7,700人の増。また、それに伴う駐車場使用料についても増加しており、平成24年度比で1,657
千円の増となっている。

・経済面以外での効果

・まちづくり団体への補助・支援により、市民の郷土愛の高揚及び個性的で魅力あるまちづくりを推進した。
・市観光協会への補助により、市の観光地である花貫渓谷の観光整備が図られた。
・市内の幼稚園や中学校、公民館等に緑のカーテンを設置。市民及び事業者に対しても緑のカーテン設置を呼びかけ、緑の
カーテンコンテストを開催し、地球温暖化防止への啓発を行った。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

市ホームページにて公表を予定している。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

事業者より返礼品を募集し、選定を行う。
選定基準は、提供価格、発送可能数・時期、賞味期限等であり、ふるさと納税業務の委託先の業者と協議の上、返礼品を決定する。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 15,126

決済等に係る費用

75,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 64,120 2,160,000

送付に係る費用 14,407 540,000

合計 136,532 3,585,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

ふるさと納税業務一括代行委託料

事務に係る費用

その他 42,879 810,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

各自治体は、総務大臣通知に沿った返礼品を選定すべきである。還元率の高い返礼品で寄附を増やすのではなく、自治体の取り組み等で寄附を募り、適切な範囲の返礼品を寄附者に
送付すべきである。
ワンストップ特例制度については、申請書等の取扱について自治体向けのマニュアルが必要と考える（寄附者に返送する部分の取扱やマイナンバー導入による様式の変更が不明確で
あったため）。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 北茨城市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

4,666,178 259 4,656,178

寄附金額

（円）

779,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

46

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

260

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

事業を実施していない

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金

・平成28年度

未定



・経済面での効果

平成27年度は事業を実施していなく、平成28年度についてもどのような事業に充当するか未定のため想定できない

・経済面以外での効果

平成27年度は事業を実施していなく、平成28年度についてもどのような事業に充当するか未定のため想定できない

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　市内に事業所がある法人または市内在住の個人事業主から募集し、市の特産品のＰＲにつながるもの
を選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

80,676 78,840（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,601,342 500,000

送付に係る費用 22,000 8,000

合計 1,704,018 586,840

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　ワンストップ特例制度の申請について、平成28年分の寄附から個人番号関係書類の添付が必要になったことで、寄附者
の利便性が悪くなったのではないか。実際に個人番号書類の添付が必要ということで、申請を取りやめたケースもあった。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 笠間市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

21,111,001 925 20,051,001

寄附金額

（円）

2,956,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

153

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

963

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

芸術

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

1 1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

かさま国際音楽アカデミー

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

演奏家を目指す若者を指導するピアノとヴァイオリンのアカデミーの他、自分のペースで基礎から学
びたい方向けに「かさまヴァイオリン・スクール」を開催。また、講師陣によるコンサートや、街角
コンサートを開催し、皆様に最高級の音楽に触れる機会を提供している。

・平成28年度

平成27年度に同じ



・経済面での効果

特になし

・経済面以外での効果

演奏家を目指す若者を指導するピアノとヴァイオリンのアカデミーや「かさまヴァイオリン・スクール」を開催したことに
より、演奏家を目指す若者の技術及び意欲の向上が図ることができた。また、講師陣によるコンサートや、街角コンサート
を開催し、最高級の音楽に触れる機会を提供したことで、幅広く市民が音楽にふれることができた。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

笠間市内で栽培、製造、加工、販売、サービス等がなされており、以下のいずれかの要件に該当するもの。
①特産品として広く認められているもの、②笠間市の魅力を「体感できる」「懐かしんで頂ける」もの、③笠間市のＰＲに
つながる商品やサービス

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

150,045 461,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 4,962,491 11,389,000

送付に係る費用 1,236,400 1,894,000

合計 9,344,478 16,984,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

　公式ホームページの運営から寄附の申込受付、返礼品の発注管理、関係書類の発送、入金管理等に至
る業務一括代行に係る費用。

事務に係る費用

その他 2,995,542 3,240,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 取手市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

11,085,000 235 5,575,000

寄附金額

（円）

840,000

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

41

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

257

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

2 1

1 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

ウェルネスプラザ整備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

ウェルネスプラザ施設内において、トレーニングジム及び保健センターの備品を購入した。

・平成28年度

50人乗りバス購入

福祉を中心とした用途に使用される市有バスについて、新車購入にて更新する。



・経済面での効果

ウェルネスプラザにおいて、トレーニングジムの液晶テレビ・トレーニング用椅子等や、保健センターのプロジェクター・
調理室の食器棚等の備品購入に活用し、オープン時の設備の充実及び集客力の向上に供した。

・経済面以外での効果

保育所においてテーブル・食器棚等の備品購入に活用し、保育環境の充実が図れた。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

市内に事業所がある企業の商品

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

「市内産業のPR」と位置づけ、市内特産品、農産物の他に市内に事業所がある企業の商品から選べるよ
うに選定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 648,625 702,000

送付に係る費用 229,446 262,000

合計 878,071 964,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・制度が分かり難い、使い難い（該当し難い）
・確定申告の電子申請等と比較し、必ずしも便利には感じない（作成・送付等、現物の書類の取扱いに不便さを感じる）
・適正に税控除してもらえるか不安(確定申告をできている実感がない)

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度については、活用し難いとの寄附者の声もある中で、実務では人件費や通信運搬費等の追加の
経費も必要となっており、またマイナンバー情報の保管・書類送付等で事故等のリスクを増加させている一面もある
ので、ふるさと納税制度の拡充の要因として影響が薄いのであれば、廃止を望みます。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 牛久市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

35,155,100 2,825 33,845,100

寄附金額

（円）

5,040,100

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

422

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

2,878

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

都市基盤整備に関する事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 2

3

1 1

1 1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

ひたち野うしく小学校校舎増築

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

児童増加により教室不足が見込まれることから、校舎を増築する

・平成28年度

ひたち野うしく地区中学校新設

ひたち野うしく地区の生徒増加が見込まれることから、中学校を新設する



・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施したひたち野うしく小学校校舎増築事業により、約４億６千万円の経済効果（工事の発
注）があった。

・経済面以外での効果

・ひたち野うしく小学校の校舎増築や中学校新設により、子どもたちが安心して学ぶことのできる教育環境の整備と、子育
て世代の人口増加

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

牛久市の特産品で代表的なもの、市内に会社があるもの

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

301,752 353,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 13,614,597 12,850,000

送付に係る費用 3,050,944 3,200,000

合計 17,398,591 16,830,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 431,298 427,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

ワンストップの制度を理解していない方が多く、申請書の送付先の誤りや申請書の出し忘れ等が多く見
受けられた。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

返礼品がもらえて税金控除が受けられるというお得感から利用しており、寄附という意識のない方が多
い。制度本来の趣旨から大きくかけ離れたものになっているように感じる。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 つくば市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,655,824 12 2,525,824

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

15

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2

3

2

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

アイラブつくばまちづくり補助事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

市内の市民活動・まちづくり団体が行う公益的な事業に対して補助を行う。

・平成28年度

アイラブつくばまちづくり補助事業

市内の市民活動・まちづくり団体が行う公益的な事業に対して補助を行う。



・経済面での効果

・経済的効果を生み出すための事業は実施していない。

・経済面以外での効果

・６年間で153件の補助金交付を行い，市民協働事業が推進された。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 228,000 161,000

決済等に係る費用

25,000 25,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

合計 253,000 186,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

返礼品の提供による，自治体間の寄附金獲得競争が過熱しており，制度本来の趣旨である郷土への愛
着，活用使途への共感を得ることが難しくなってきているため，返礼品の金額に上限を設けるなどの規
制を検討していただきたい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 ひたちなか市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

803,000 22 783,000

寄附金額

（円）

25,000

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

3

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

23

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

ひたちなか海浜鉄道湊線の利用促進等，国際交流事業の推進，市長に一任

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

ひたちなか海浜鉄道湊線の利用の促進や利便性・快適性の向上

延伸事業，設備投資支援事業，経営支援事業



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

3 3

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

７と同じ

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
ひたちなか海浜鉄道湊線の利用促進等

ひたちなか海浜鉄道湊線の利用促進等

７と同じ

・平成28年度

７と同じ

７と同じ



・経済面での効果

ひたちなか海浜鉄道湊線への環境整備補助や設備投資費補助へ充当することにより，同鉄道の円滑な運営に寄与し，鉄道乗
客の安定的な利用につながっている。

・経済面以外での効果

人的交流の増加（海浜鉄道利用者の増加による鉄道沿線地域の活性化等）などを期待する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

330 1,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用 11,568 12,050

合計 11,898 13,050

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 鹿嶋市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

26,055,000 1,807 26,055,000

寄附金額

（円）

3,581,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

192

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,807

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

既存事業に充てる一般財源として収入しているため特定した事業なし。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成28年度

未定



・経済面での効果

既存事業に充当しているため，特になし。

・経済面以外での効果

既存事業に充当しているため，特になし。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

年度末に既存事業に充当するため，現時点では活用事業を特定できない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

事業者については，地元商工会・観光協会の会員や，農協・漁協の組合員等であることを要件として設けており，（例外あり）
返礼品についても，上記事業者が自ら生産，製造，販売，または提供しているサービスであることを要件としている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 372,600 615,600

決済等に係る費用

253,493 270,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 7,714,760 10,000,000

送付に係る費用 上記に含む 上記に含む

合計 8,340,853 10,885,600

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

手続きが面倒。自分で確定申告しないと本当に税金控除されるのか不安。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度について，寄附を受けた団体の事務量増加はもちろん，税金を控除する側である団体の事務量も相当増えてしまうた
め，事務処理簡素化の早期整備を求める。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 潮来市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

15,836,000 481 15,286,000

寄附金額

（円）

2,195,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

46

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

504

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

潮来市全体の発展に寄与する事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

検討中

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

なし

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成28年度

検討中



・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

充当事業については検討中

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

レジャー体験チケット

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市内の事業者に返礼品提供の募集をかけ，応募のあったものを返礼品として好ましいものであるか検討し決

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

173,475 225,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 5,989,072 10,044,000

送付に係る費用 ※上記の金額に含みます ※上記の金額に含みます

合計 6,162,547 10,269,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度については，自治体の作業負担が大きいため，システムの整備など各自治体
の作業量が減るような対応をしてほしい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 守谷市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

380,000 2 10,000

寄附金額

（円）

10,000

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

6

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2 3

3 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

小学校図書・教材等購入事務

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

児童用教材及び図書購入

・平成28年度

中学校図書・教材等購入事務

生徒用教材及び図書購入



・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施した小学校図書・教材等購入事務により、200,000円の財源を充当できた。

・経済面以外での効果

・市内の公立小学校に児童用図書及び体育教材（グローブ）を購入し，学校教育の充実が図られた。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市のオリジナルグッズのみであったが，平成２８年６月１日から市内事業者に協力してもらい取り扱っ
ている商品を対象に返礼品を拡張する。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

144 7,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 600,000

送付に係る費用

合計 144 607,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 常陸大宮市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

185,398,117 16,973 183,788,117

寄附金額

（円）

33,471,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

3,046

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

17,003

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

常陸大宮元気っ子学力アップ推進事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

市の将来を担う人材育成のため、補充的な学習環境の充実などにより、
児童生徒の学力向上を図る。

・平成28年度

常陸大宮元気っ子学力アップ推進事業

市の将来を担う人材育成のため、補充的な学習環境の充実などにより、
児童生徒の学力向上を図る。



・経済面での効果

常陸大宮ふるさとB級グルメグランプリ補助金事業により、地元飲食店に活気を与えた。

・経済面以外での効果

常陸大宮元気っ子学力アップ推進事業により、児童生徒の学力向上に寄与した。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市内特産品を網羅的に選定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 1,899,656 2,816,000

決済等に係る費用

2,059,606 2,520,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 105,200,891 120,000,000

送付に係る費用

合計 138,565,109 128,415,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 29,133,956 2,808,000

その他 271,000 271,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・寄附した全ての自治体に申請するのが面倒
・自治体ごとに対応が異なる

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・ワンストップ特例制度について、現状、紙ベースによる事務処理のため、繁忙期には通常業務に差し支えるほどの事務量
となることから、マイナンバーを利用した自治体間連携のシステムの構築が急務である。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 那珂市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

34,746,910 1,506 34,465,000

寄附金額

（円）

6,666,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

348

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,517

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

教育又は文化の振興に関する事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

教育用コンピューター管理事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
教育又は文化の振興に関する事業

教育又は文化の振興に関する事業

情報教育の推進を図るため、教育用パソコンや教師用パソコン及び関連する機器等を維持管理する。

・平成28年度

教育用コンピューター管理事業

情報教育の推進を図るため、教育用パソコンや教師用パソコン及び関連する機器等を維持管理する。



・経済面での効果

一般財源の歳出を抑えることができている。

・経済面以外での効果

教育用パソコン等が良好な状態で常時使用できることにより、情報教育の推進が図られる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市で生産された農畜産物等や、市をＰＲしていると認められる加工品・製造品等。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 28,350 49,000

決済等に係る費用

352,318 560,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 13,860,000 20,000,000

送付に係る費用 99,962 402,000

合計 14,347,630 21,045,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 7,000 34,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄附しやすい環境づくりという点では評価できるが、特例制度を利用するとすべて住民税から控除され
てしまうため、昨年度から引き続き、税収への影響の程度について注視する必要がある。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 筑西市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

80,972,000 ○ - -

寄附金額

（円）

6,137,000 ○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

6,072

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

437

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

上記以外の事業へその他筑西市の一般財源として活用



平成27年度 平成28年度（予定）

1

3

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

・平成28年度

はぐくみ医療費支給経費

市の単独事業であるはぐくみ医療費の支給

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

充当先の事業について検討段階であったため、平成27年度については事業への充当はせず
に地域づくり振興基金へ積み立てた。



10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

平成27年度までは地域づくり振興基金へ積み立て、平成28年度より各事業への充当を開始したため充当
先事業については試験段階にある。充当先の公表については今後検討していく。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

・経済面での効果

平成28年度より各事業への充当を開始したため、効果については現時点では検証できない。

・経済面以外での効果

平成28年度より各事業への充当を開始したため、効果については現時点では検証できない。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元の銘菓

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。
地元の特産品、銘菓等から市が選定したものに加え、事業者からも返礼品の募集を募り選定した。
基準：①市の魅力を伝えることができ、ＰＲにつながるものであること。②市内で製造、加工、採取、栽培、販売、サービス等がなされて
いること。③市からの注文後、速やかに寄附者に贈呈品が発送できること。④全国各地に発送が可能であること。⑤飲食物の場合は、原
則、寄附者に到着から１週間程度の賞味期限が保証されるものであること。など

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 586,552 630,000

決済等に係る費用

786,790 700,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 43,613,914 43,200,000

送付に係る費用 上記に含む 上記に含む

合計 44,987,256 47,246,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

その他＝ふるさと納税管理システム構築・保守委託料、ふるさと納税管理対応委託料

事務に係る費用 - 101,000

その他 - 2,615,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

マイナンバーの記入が必須となったことで手続きが面倒になった。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

市の知名度・イメージアップ、地域の活性化を図るためには有効な制度だが、地域を応援するといったふるさと納税寄附の
本来の主旨から逸脱してきているとの指摘もあるため、単なる寄付金争奪合戦にならないような工夫が必要になってくると
考えている。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 坂東市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

62,095,000 5,020 62,075,000

寄附金額

（円）

13,422,001

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

1,579

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

5,021

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

頂いた寄附金は全て
一般財源として活用一般財源として活用

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
一般財源として活用

・平成27年度

認定こども園運営事業

幼保連携型認定こども園の運営

・平成28年度

観光交流センター等整備事業

観光交流センター等の整備



10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

観光交流センター及び周辺の商店等への経済効果があると考える。また、その集客効果を狙った副次的な産業の振興も見込
まれる。

・経済面以外での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

従来は、公表を希望した寄附者の氏名、金額のみを公表していたが、今後は全体の寄附額と
使途（事業分野）別の寄附額を公表する予定。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

交流人口の拡大による地域の活性化（産業の振興、雇用の創出）及び定住人口の増加が見込まれる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地元の主力農産品であり、かつ世間一般的に需要が明らかであるもの。また、取り扱いや遠方への発送
等も比較的容易なもの（傷みにくいもの）を選定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

535,845 1,500,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 36,487,453 45,000,000

送付に係る費用 5,172,710 15,369,000

合計 43,363,500 65,439,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 279,960 1,123,000

その他 887,532 2,447,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

制度が分からない（どのような制度なのか、どのような流れで手続きをするのか等）

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 稲敷市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

50,760,000 3,540 50,260,000

寄附金額

（円）

4,032,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

241

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

3,562

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

基金に充当

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金に充当

・平成28年度

小学校教育振興事業

電子黒板導入等



・経済面での効果

・経済面以外での効果

電子黒板の導入により，視覚的な授業により児童の授業理解促進が期待できる

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

平成２７年度末時点で，寄付金を充当した事業がないため。平成２８年度末に公表開始予定。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

オーダーメイドゴルフクラブ

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

広報等により周知，公募により募集し，応募があったものを市で審査し選定

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

488,325 760,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 17,681,000 27,000,000

送付に係る費用 3,836,000 3,455,000

合計 30,743,325 44,175,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 8,738,000 12,960,000

その他



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

    ⑤その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　総務大臣通知（平成28年4月1日 総税企第37号）において，ふるさと納税における返礼品送付への対応につい
て，ゴルフ用品については資産性の高いものとして送付を行わないものと通知されている。本市においては，オー
ダーメイド専門のゴルフクラブ製造事業者が，ゴルフクラブセット等のゴルフ用品を返礼品として送付を行ってい
るが，
①当該事業者が提供する返礼品は，全てオーダーメイド仕様であり，クラブ使用者一人一人の身体的能力や
　熟練度等により個別に設計され，個別に設計されたクラブを他の者が使用することは考え難いこと，
②原則的にふるさと納税提供した者が商品設計の際に事業者を来訪するため，納税者以外がクラブを利用す
　ることは考え難いこと，
から，総務大臣通知における，「（万人にとって）資産性の高いもの」には該当しないと考えており，現時点で見
直しは考えていない。
　しかしながら，当該返礼品が，万が一ネットオークション等で転売されている事実が確認された場合には，当該
返礼品のあり方について検討する必要があると考えている。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



○ 　　⑦その他

　総務大臣通知（平成28年4月1日 総税企第37号）において，ふるさと納税における返礼品送付への対応につい
て，ゴルフ用品については資産性の高いものとして送付を行わないものと通知されている。本市においては，オー
ダーメイド専門のゴルフクラブ製造事業者が，ゴルフクラブセット等のゴルフ用品を返礼品として送付を行ってい
るが，
①当該事業者が提供する返礼品は，全てオーダーメイド仕様であり，クラブ使用者一人一人の身体的能力や
　熟練度等により個別に設計され，個別に設計されたクラブを他の者が使用することは考え難いこと，
②原則的にふるさと納税提供した者が商品設計の際に事業者を来訪するため，納税者以外がクラブを利用す
　ることは考え難いこと，
から，総務大臣通知における，「（万人にとって）資産性の高いもの」には該当しないと考えており，現時点で見
直しは考えていない。
　しかしながら，当該返礼品が，万が一ネットオークション等で転売されている事実が確認された場合には，当該
返礼品のあり方について検討する必要があると考えている。

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

自筆の署名，捺印が手間であり，インターネットで申請が完結できるようにしてほしい。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度について，市町村の事務負担が大きく，例えば七様式を個票ではなく一覧表形式
にするなど様式の見直しを図ってほしい。また、ワンストップ特例制度を利用した場合，当該寄付者の
地方税のみが減税される仕組みとなっているため，寄付者がワンストップ特例制度を利用した場合とそ
うでない場合（確定申告した場合）で，寄付者在住の県・市町村に対する税額控除の額が変わってしま
う。制度利用の有無によりそのような差が生じるのは問題があるので，当該減収額を交付税措置する等
の対策を講じてほしい。

【以上】



都道府県名 茨城県 市区町村名 かすみがうら市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

14,350,000 842 14,060,000

寄附金額

（円）

3,000,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

169

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

853

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

環境美化事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

フラワーロード、花いっぱい運動

・平成28年度

環境美化事業

フラワーロード、花いっぱい運動



・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施した環境美化事業及び観光交流推進事業により、本市の観光拠点である歩崎地域へ観光誘
客を図ることで、1,000万円の経済効果を期待している。

・経済面以外での効果

　　　・図書館の蔵書を整備することにより、子どもから大人まで豊かな学びの機会の提供につながった。
　　　・男女共同参画社会の実現に向け、出前講座を実施したことにより、市民の意識の啓発が図られた。。
　

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市ＨＰ広報誌等で地域が誇る特産品等を事業者からの提案を募集した。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 826,200 2,537,000

決済等に係る費用

154,950 180,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 4,684,138 6,750,000

送付に係る費用 71,070 182,000

合計 6,274,016 10,212,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 537,658 563,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

自治体を応援するという本来のふるさと納税の趣旨から逸脱し、返礼品目当ての納税が増えている現状を踏まえると、制度
の見直しが必要であると考える。ワンストップ特例制度も含め、全国の自治体のふるさと納税に係る事務量は膨大なもので
ある。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 桜川市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

13,887,500 255 13,887,500

寄附金額

（円）

310,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

22

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

255

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

基金への積み立て

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金への積み立て

基金への積み立て

〃

・平成28年度

桜の里づくり事業

山桜の保全取り組みへの支援



・経済面での効果

特にありません。

・経済面以外での効果

山桜の保全取り組みに支援することで、交流人口の拡大につなげたい。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市税の滞納がないことや桜川市暴力団排除条例に該当しないことなどの条件に合致する市内事業者から
の応募をもとに担当及び委託業者による選定委員会により選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 70,200 0

決済等に係る費用

38,498 48,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,472,000 1,600,000

送付に係る費用 278,864 400,000

合計 2,677,446 2,848,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 817,884 800,000

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 神栖市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

29,067,211 2,717 29,067,211

寄附金額

（円）

4,132,001

○

○

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

389

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

2,717

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

ふるさと納税ポータルサイトへの申込み

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

市政全般

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

基金に積立

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金に積立

・平成28年度

産後ケア事業

出産後の一定期間において保健指導を必要とする母子に，デイケアで助産師等が健康管理や生活につ
いてアドバイス，乳房のケアや授乳方法の指導，発育・発達のチェックやスキンケア技術の伝達，育
児相談や子育て情報の提供等を行う。



・経済面での効果

子育てにかかる経済負担の軽減することにより，子どもを生み育てやすい体制の整備を図り，人口の社会増加数の確保，出
生率の増加により，目標人口を確保する。

・経済面以外での効果

保健指導を必要とする母子が，医療機関又は助産所に通院又は通所することにより出産後の母体を保護し，保健指導等の
サービスを提供する産後ケア事業を実施することにより，子どもを生み育てやすい体制の整備を図ることを目的とする。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

寄附者希望の使途ごとに平成２８年度充当予定事業を決定したが，実際の充当はまだ行っていないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

トートバック

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。
事業者からの申し出があった場合に、次の選定基準に基づき選定している。
選定基準：特産品について①金額②特産品らしさ③品質・消費期限　協力事業者について①市内の事業者②申込み時に市税
滞納がないこと③事務手続き上の環境が整っていること

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 645,671 725,760

決済等に係る費用

272,679 345,600（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 10,916,141 14,612,800

送付に係る費用 338,089 520,020

合計 12,172,580 19,541,380

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 3,337,200

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税制度が周知され寄附者が増加している。ワンストップ特例制度は，寄附団体を５団体までとしているが，実際
には５団体以上に寄附をし利用できない方もいるため，制度を検討する余地がある。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 行方市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

113,218,117 ―

寄附金額

（円）

13,113,100 ○

○

○     ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

2,132

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

10,749

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

平成27年度重点事業

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

1

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
充当事業なし

・平成28年度

単独医療福祉給付

市独自のマル福事業



・経済面での効果

・経済面以外での効果

子供の医療費の助成を行い、人口減少に歯止めをかける

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

充当した事業なし

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

行方市ふるさと応援寄附金推進事業実施要綱による

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 1,923,484 2,210,000

決済等に係る費用

952,822 1,941,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 54,493,320 80,250,000

送付に係る費用

合計 57,369,626 102,719,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 18,318,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 鉾田市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

6,215,000 463 6,215,000

寄附金額

（円）

610,000 ○

○

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

463

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

ふるさと納税ポータルサイトへの申込みフォームの設置

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

市のイメージづくり及びイベント開催，歴史及び文化の伝承，市長が必要と認める事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

1 1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

医療福祉事業　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

小児医療福祉費支給制度（マル福単独分）　

・平成28年度

医療福祉事業　子育て応援事業

小児医療福祉費支給制度（マル福単独分）
多子世帯の保育料利用者負担額の軽減や、子育て支援金の支給



・経済面での効果

・経済面以外での効果

既存事業に充当しているため、効果を図ることは難しい。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

寄附受入額が小額のため、現在は既存事業に充当している状況であり、公表するまでには至っていない。
寄附受入額が新規事業の立ち上げに充分な額に達した時点で、公表を開始する予定である。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元の職人が手造りした服飾雑貨

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

鉾田市内で地元事業者が製造，加工，採取，栽培，販売，サービスの提供等のいずれかを行っているもの
及びその他市長が特に認めたもの

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 324,000 399,600

決済等に係る費用

0 187,920（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,395,340 4,670,000

送付に係る費用 348,834 1,927,200

合計 3,595,716 7,402,320

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

H27年度－ふるさと納税に係るデータシステム導入費用・ポータルサイト申込みフォーム設置費用
H28年度－ポータルサイト申込みフォーム設置費用

事務に係る費用 162,692 169,000

その他 1,364,850 48,600



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 つくばみらい市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

43,096,711 1,406 39,984,600

寄附金額

（円）

11,889,000

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

418

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,519

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

2

1

2 1

3

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

小・中学校教育振興事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

個性豊かな教育に資するとともに、多様化する指導環境に対応する。
（田植え体験、要保護・準要保護児童就学援助など）

・平成28年度

子育て支援・保育サービス推進事業

保育ニーズの多様化に伴い、保育サービスを向上させる。
（地域子育て支援拠点、延長保育促進、病後児保育など）



・経済面での効果

観光協会育成等により、将来的に観光面での経済効果を期待する。

・経済面以外での効果

環境共生型まちづくりの推進（公園維持管理の推進）
安心して暮らせるまちづくりの推進（子育て支援・保育サービスの充実）
地域の魅力をいかしたまちづくりの推進（市農業の推進や観光協会の育成）

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

受入実績については市ホームページにて公開中。活用状況についても公開を検討。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

市とゆかりのある地の商品等

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市認定の特産品や市内事業者の商品を積極的に採用することを前提とし、市とゆかりのある地の商品や
協定を結んでいる都市の商品についても選定対象としている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

決済等に係る費用

356,702 648,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

事務に係る費用

返礼品の調達に係る費用
21,455,000 30,000,000

送付に係る費用

広報に係る費用 48,600 48,600

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

その他

合計 21,860,302 30,696,600



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

謝礼品内容が先行し、自治体への印象は薄い現状だと捉えています。きっかけが謝礼品であっても、寄附先に選んでいただ
いた以上は、少しでも市について知っていただくための工夫をしていきたいと考えます。

【以上】

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。
制度に対するご要望等は特になし。「そもそもどんな制度なのか」「いつ控除されるのか。ワンストップ制度を利用した場
合と確定申告した場合では、控除額は異なるのか」「複数の寄附先のうち、ワンストップ申請しなかった分だけ申告すれば
よいか。」など、制度についてのご質問が多く寄せられた。



都道府県名 茨城県 市区町村名 小美玉市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

112,069,000 ○ 9,712 110,804,280 ○

寄附金額

（円）

1,643,511

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

1,383

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

9,726

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

3 3

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

新入学児童用ランドセル購入(就学支援)

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

新入学児童に対し，ランドセルを無償で提供する

・平成28年度



・経済面での効果

動物愛護補助金として犬や猫の避妊手術の補助となることを期待する。

・経済面以外での効果

新入学児童へのランドセル購入に充当することで，入学の際の手助けになることを期待する。
文化センターの修繕工事により，市民の利便性向上を期待する。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

お礼品の募集については随時公募にて募集しており，選定については選定委員会にて決定される。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

996,571 3,780,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 54,690,657 50,000,000

送付に係る費用 ※上記の金額に含みます ※上記の金額に含みます

合計 57,432,724 55,600,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 1,745,496 1,820,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特に意見は寄せられていない。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

参加自治体やお礼品数が増加している中で，明確な基準が必要だと思う。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 茨城町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

13,072,000 1,091 12,622,000

寄附金額

（円）

1,561,000 ○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,109

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

その他目的達成のため町長が必要と認める事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

基金積立

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金積立

事業未定

・平成28年度

事業未定



・経済面での効果

平成２７年度は事業未実施であった。
平成２８年度は事業未定のため不明。

・経済面以外での効果

平成２７年度は事業未実施であった。
平成２８年度は事業未定のため不明。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

充当した事業がないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

事業者からの申込実績がないため，今後においても職員が町内事業者への商品開発に努めている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

決済等に係る費用

128,265 240,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

事務に係る費用 24,658,232 3,456,000

返礼品の調達に係る費用 6,265,549
8,000,000

送付に係る費用 1,062,316

広報に係る費用 0 1,545,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

その他 0 0

合計 32,114,362 13,241,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし。

【以上】

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。



都道府県名 茨城県 市区町村名 大洗町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

202,646,000 7,266 202,646,000

寄附金額

（円）

48,172,500 ○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

1,850

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

7,266

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

町長が必要と認める事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 2

2

3

1

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

海と緑の保全と活用に関する事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

マリンジェットの購入

・平成28年度

漁業や観光などの地場産業の振興に関する事業

まつり実行委員会への支援



・経済面での効果

・経済面以外での効果

・町内の公立小・中学校に楽器を購入することにより、部活動の充実につながった。
・砂浜移動用の車椅子の導入を行い，大洗サンビーチのユニバーサルビーチ化に貢献した。
・パトロール用のマリンジェット購入により、夏の海水浴客の安全の確保に繋がった。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

家具

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

町内の事業者を対象に説明会を開催し、募集している。
大洗町で生産・製造または販売されているもののうち、次に掲げる事項に該当しないもの。
①公序良俗に反するもの。
②大洗町及び大洗まごころ便のイメージを損ねるもの。
③著作権者の許諾を得ていない商品。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

1,993,529 1,668,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 94,741,497 60,050,000

送付に係る費用 1,783,231 2,613,000

合計 98,605,603 64,511,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 87,346 180,000

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

そもそもワンストップ特例制度とはどういった制度なのか、制度そのものに対する問い合わせが多い。
自分が対象となっているのか分からないが、とりあえず申請しておく方が少なくない。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

現行のふるさと納税制度は、利用者の寄附意識の薄れにより、気軽に制度を利用できるメリットと、通
信販売感覚でのキャンセルや謝礼品競争の激化などのデメリットを併せ持つ。制度自体のあり方をもう
一度考え、必要であれば、強制力のある、法的な線引きを行う必要があるのではないか。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 城里町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

23,684,000 1,657 23,479,000

寄附金額

（円）

8,009,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

548

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,666

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

その他目的達成のために町長が必要と認める事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

※平成２８年度実施検討中

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

基金に積み立ているため該当なし

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金

・平成28年度

実施検討中



・経済面での効果

受け入れた寄附での事業実績なし

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　町のブランド品として認定してる商品を基準に、町の中で特色のある商品を選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 57,456 64,800

決済等に係る費用

298,315 1,335,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 10,783,945 67,600,000

送付に係る費用

合計 11,279,137 69,288,400

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 139,421 288,600

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　ワンストップ特例申請の受付事務及び申請者在住市町村への通知(報告)事務等について、申請者の増や確認(添付)書類
が増えた関係もあり事務作業に苦慮している。通常寄附の受付事務も増えてきているので、ワンストップ申請事務は確認作
業等が負担になっているので、今後作業方法等を検討していかなければならない。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 東海村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

670,000 4 670,000

寄附金額

（円）

70,000

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

2

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

4

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

分野ごとに基金積立

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
分野ごとに基金積立

分野ごとに基金積立

事業を行うための必要金額を積立中

・平成28年度

分野ごとに基金積立

事業を行うための必要金額を積立中



・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

受入額を基金積立している関係上，事業に活用される時期が明確でないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特に寄附者から御意見，御要望は寄せられてはいません。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税は，経済的利益の無償の供与である寄附金と認識し，過剰な返礼品等による財源確保の競
争を行うべきではないと思います。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 大子町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

23,781,999 863 23,701,999

寄附金額

（円）

4,224,999

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

165

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

868

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

1 1

1 1

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

放課後児童クラブ事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

放課後等に児童が安心して活動できる場の確保を図るとともに，次世代を担う児童の健全育成を支援する

・平成28年度

放課後児童クラブ事業

放課後等に児童が安心して活動できる場の確保を図るとともに，次世代を担う児童の健全育成を支援する



・経済面での効果

経済効果は，今のところないが雇用につながる効果を期待している

・経済面以外での効果

今のところは効果はみれない

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

大子町役場　農林課　特産品販売室　の選定により大子町の特産品を主体に選定をしている

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 162,000 1,142,000

決済等に係る費用

25,892 5,968,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 12,159,649 25,000,000

送付に係る費用

合計 12,832,461 32,276,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 484,920 166,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特にありません

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特にありません

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 美浦村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

23,803,210 1,125 23,644,210

寄附金額

（円）

1,285,000 ○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,128

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

3

1

3

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

美浦村村政６０周年記念事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

村制施行60周年を記念して、各種事業・式典を実施

・平成28年度

TT配置事業

村内学校で、適正なTTの配置により、きめ細やかな指導の実践により教育の充実を図る



・経済面での効果

・経済面以外での効果

村内小中学校への適正なTTの配置により、きめ細やかな教育指導実施により学力向上・教育の質の向上に繋げる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

協力事業者募集要綱を制定し、協力事業者・返礼品の募集を行っている

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 1,000,000

決済等に係る費用

286,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 8,000,000

送付に係る費用 1,000,000

合計 0 11,574,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

臨時職員雇用予定

事務に係る費用 1,288,000

その他 0



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

地元の伝統工芸のPRということも含め返礼品として選定しているが、総務大臣通知等を勘案し検討を進める。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

地元の伝統工芸のPRということも含め返礼品として選定しているが、総務大臣通知等を勘案し検討を進める。

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 阿見町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

631,000 8 261,000

寄附金額

（円）

0

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

14

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成28年度



・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

寄附募集の際の文言に「公表する」と明言をしていないこと。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

予科練平和記念館の周知を図れることと、来館者増を目的として、招待券を選定した。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

問合せに対応する職員の人件費のみ、通常業務中に対応するため試算できない。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 河内町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

6,668,000 554 6,648,000

寄附金額

（円）

1,105,000

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

101

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

556

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

特になし（財源として少額のため）

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
町長が必要と認める事業

町長が必要と認める事業

・平成28年度

検討中



・経済面での効果

９．のとおり、まだ経済的効果は生まれていない

・経済面以外での効果

９．のとおり、まだ経済面以外でも効果は生まれていない

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

活用状況について実績を伴っていないため

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

米、まいたけ・エリンギ、手織り麺、花卉はいずれも当町で生産されているものであるため

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 2,959,410 1,500,000

送付に係る費用 487,564 250,000

合計 3,456,922 1,800,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 9,948 50,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 八千代町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

9,421,000 683 9,421,000

寄附金額

（円）

1,855,000

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

138

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

683

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

2

1

2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

図書館図書整備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

寄付金の活用方法の要望で、教育への活用希望が多いことを踏まえ、図書館の図書を整備充実した。

・平成28年度

まち・ひと・しごと創生総合戦略事業

ふるさと納税の寄付金を充当して、上記事業を円滑に推進する。



・経済面での効果

・経済面以外での効果

　　　・図書館の図書を整備することにより、新刊図書また蔵書数が増大し、利用者の利便が図れた。
　　　・保健センターの乳幼児健診用ベッドを整備することにより、健診が円滑に進み、乳幼児の健康管理が推進した。
　

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

八千代町内で栽培、製造、加工、販売等がなされている商品で、町の魅力を伝え、町のイメージアップに繋がるもの。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 48,600 49,000

決済等に係る費用

100,602 128,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 3,475,000 4,000,000

送付に係る費用

合計 3,633,913 6,025,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 9,711 1,848,000

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税の多面的な可能性は否定しないが、当初の理念が忘れ去られ、商業主義に流されトツプランナーに追従していく感がある。
返礼品については、良識ある対応、そして寄付額が一人歩きするのではなく、事業成果全体についてしっかり公表していくべきであると考
える。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 五霞町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,217,000 132 2,167,000

寄附金額

（円）

220,000

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

11

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

133

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

健康・子育て・福祉（健やかと安らぎを育む）

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成28年度

健康・子育て・福祉（健やかと安らぎを育む）



・経済面での効果

協働により寄附者等とアイデアを出し合って事業を考える場を設ける予定です。

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

平成28年7月にふるさと納税についてリニューアルを予定しており、併せて公表を予定しています。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

　　⑩その他

合計 1,298,136 1,632,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 332,550 300,000

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

22,215 32,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 785,876 1,000,000

送付に係る費用 157,495 300,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

五霞町内で栽培、製造、加工、販売、サービス等がなされており、下記のいずれかの要件に該当するもの
①五霞町の特産品として広く認められているもの　②五霞町の魅力を「体感できる」「懐かしんで頂ける」も
の　③その他①②以外で、五霞町のPRにつながる商品やサービス

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 茨城県 市区町村名 境町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

859,737,806 ○ - - ○

寄附金額

（円）

186,936,188 ○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

○ 　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

11,908

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

56,548

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

熊本大震災復興支援への「ふるさと納税制度」の活用



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①被災の復旧に関する事業、②子育て支援事業、③教育の充実、④移住・定住促進事業

①道路の復旧、農業支援、被災した中小企業支援など（平成27年関東・東北豪雨）
②児童クラブの立替、子育て支援クーポン券の支給、20歳まで医療費無料化
③キッズフューチャーキャンプを開催し、子供たちが最新IT機器に触れる機会を提供した。国際交流
の一環として、約80年間交流のあるアルゼンチンへ児童を派遣し、国際理解を育む。
④境町への移住定住を促進し、移住者をサポートするため奨励金制度を新設する。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3 3

2 1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

にこにこ児童クラブ建設事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

老朽化していた放課後児童クラブの立替を行い、安心・安全で"子どもがのびのび遊べる環境"を提
供。収容人数も70名から90名に増員し、子育て世帯をサポートする。

・平成28年度

移住・定住促進事業

境町への移住定住を促進し、移住者をサポートするため奨励金制度を新設する。
また、子育て世帯定住促進奨励金制度も新設。



・経済面での効果

・放課後児童クラブの充実、赤ちゃんにこにこクーポン券の発行など各種子育て支援により、子育て世帯の人口増加を期待
する。
・まちづくり推進事業により、道の駅さかいにおいて５名の雇用拡大。
・返礼品の提供により、業績赤字であった町内事業者が黒字へ回復した。

・経済面以外での効果

・町有サッカー場を人口芝へリニューアルし、誰もがスポーツを楽しむことができる環境を整備。現在では、予約が取れな
いほど賑わいを見せている。
・町内の防犯灯をすべてLED化した。町内の暗がりを解消し、児童や学生が安心・安全に登下校できる環境を整備した。
・子供たち専用の読書スペース等の設置など中央公民館図書室のリニューアルにより、利用者が増加した。
・老朽化していた児童クラブを建替えたことにより、子たちが安心安全に遊べる環境を整備した。
・医療費無料の対象を20歳まで拡充することにより、主に子育て世帯の負担を軽減することができる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

境町オリジナル自転車

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

境町にゆかりのある農畜産物・工芸品、町内事業者が取扱っている品物
昨年の関東東北豪雨による水害への支援を申し出ていただいた事業者の品物。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 39,623,934 2,700,000

決済等に係る費用

8,798,356 5,632,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 412,713,756 250,000,000

送付に係る費用 7,841,995 4,358,000

合計 473,593,643 268,113,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

臨時職員人件費（4名）

事務に係る費用 1,439,602 670,000

その他 3,176,000 4,753,000



○

○

○     ⑤その他

○

○

○     ⑤その他

○ 　　⑦その他

○

○ 　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

「地方創生」の一環で、地方創生加速化交付金を活用し、日本一のサイクリング環境構築に向けた取り組み行っております。自転車を核としたまちづ
くりを進めており、昨年３月には道の駅さかいにサイクリングカフェ「コーグス」をオープンし、サイクリストの利用が増加しております。さらに、
ふるさと納税の返礼品として高村製作所の協力による境町オリジナル自転車の提供、大人気自転車漫画「弱虫ペダル」とのコラボ企画および自転車プ
ロチームを有する群馬県前橋市と連携し、自転車による「地方創生」を進めてまいります。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

「地方創生」の一環で、地方創生加速化交付金を活用し、日本一のサイクリング環境構築に向けた取り組み行っていきます。自転車を核としたまちづ
くりを進めており、昨年３月には道の駅さかいにサイクリングカフェ「コーグス」をオープンし、サイクリストの利用が増加しております。さらなる
自転車による「地方創生」を進めるため、ふるさと納税の返礼品として高村製作所の協力による境町オリジナル自転車の提供しております。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

返礼品として家電を検討していたが、取りやめた。

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

各申込ページにおいて転売防止・禁止の表示を行っている。
オークションサイトを巡回・監視し、疑わしい商品があった場合、出品者を調査・特定し、警告を行
う。

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

ワンストップ特例申請の必要書類（個人番号確認書類など）について、寄附者よりＡ市では必要なかった、Ｂ町ではこうだったと自治体間
で必要な書類に差があるとの指摘が数多くあります。可能であれば、国または県において統一基準を示していただきたい。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・町の特産品および町自体のＰＲツールとして非常に有効とともに、この制度によりスピード感ある事業推進ができているものと考えてい

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



町 特産 町自体 非常 有効 も 、 制度 感 事業推 も 考
る。
・業績赤字であった町内事業者も黒字へ回復するなど、町の元気にすることのできる制度である。
・境町では熊本地震災害支援として「ふるさと納税制度」を活用した支援金の代理受付を行った。ふるさと納税を通じた支援金は、被災地
支援のひとつとして非常に有効であり、大変すばらしい制度であると考える。
・境町では高額返礼品も提供しているが、寄附に対する返礼品は米・肉などの地元農畜産物が高い割合を占めている。



都道府県名 茨城県 市区町村名 利根町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

580,000 12 570,000

寄附金額

（円）

70,000

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

13

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｃ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

元気な利根っ子支援事業
将来を支える子どもたちが明るく思いやりがあり，元気で心豊かに成長できるよう教育環境の整備
・充実に努める



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

該当なし

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
少額であるため実施予定なし

・平成28年度

該当なし



・経済面での効果

該当なし

・経済面以外での効果

該当なし

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

現在は寄附金を活用した事業の実施には至っていないため。今後寄附額が増え事業を実施した場合
は公表する。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

町内の事業者に返礼品提供の募集をかけ，応募のあったものを返礼品として好ましいものであるか
検討し決定する。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 18,576

決済等に係る費用

46,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 52,761 1,200,000

送付に係る費用 300,000

合計 71,337 1,906,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

一括業務代行委託料

事務に係る費用

その他 360,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

返礼品で寄附先を選ばれる方も多いと思うので，特産品の少ない自治体にとっては住民税の減収の影響
のみが大きくなっており，辛い状況である。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）
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